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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
新ウェブ・ロールの周速が加速されて旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体の移動速
度と同じになった状態で旧ウェブ・ロールの帯状体を新ウェブ・ロールの帯状体に貼付け
、連続して帯状体を供給する帯状体連続供給装置において、手動で紙継ぎすることを設定
する手動紙継ぎスタート・スイッチがＯＮのときは、印刷機の回転速度を低速とし、新ウ
ェブ・ロールを回転して新ウェブ・ロールの帯状体の先端に付着された両面テープが貼付
け待機位置になるように新ウェブ・ロールを停止し、その状態で紙継ぎを行うように制御
することを特徴とする帯状体連続供給装置の制御方法。
【請求項２】
 前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウェブ・ロールの帯状体に貼付ける為のスイッ
チからの信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウェブ・ロールの帯状体
に貼付けることを特徴とする請求項１記載の帯状体連続供給装置の制御方法。
【請求項３】
 前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断する為のスイッチからの信号に応
じて、前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断することを特徴とする請求項
２記載の帯状体連続供給装置の制御方法。
【請求項４】
新ウェブ・ロールの周速が加速されて旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体の移動速
度と同じになった状態で旧ウェブ・ロールの帯状体を新ウェブ・ロールの帯状体に貼付け
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、連続して帯状体を供給する帯状体連続供給装置において、手動で紙継ぎすることを設定
する手動紙継ぎスタート・スイッチと、前記手動紙継ぎスタート・スイッチがＯＮのとき
は印刷機の回転速度を低速とし、新ウェブ・ロールを回転して新ウェブ・ロールの帯状体
の先端に付着された両面テープが貼付け待機位置になるように新ウェブ・ロールを停止し
、その状態で紙継ぎを行うように制御する制御装置を備えたことを特徴とする帯状体連続
供給装置の制御装置。
【請求項５】
 前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウェブ・ロールの帯状体に貼付ける為のスイッ
チを備え、前記スイッチからの信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウ
ェブ・ロールの帯状体に貼付ける貼付け手段を備えたことを特徴とする請求項４記載の帯
状体連続供給装置の制御装置。
【請求項６】
 前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断する為のスイッチを備え、前記ス
イッチからの信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断する切
断手段を備えたことを特徴とする請求項５記載の帯状体連続供給装置の制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、帯状体連続供給装置の制御方法及びその装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、巻紙輪転印刷機においては、前のジョブから次のジョブに切換える際、次のジョブ
のウェブの幅と前のジョブのウェブの幅がほぼ同じ場合には、自動で紙継ぎを行っていた
。
一方、次のジョブのウェブの幅が前のジョブのウェブの幅より極端に狭い場合、紙継ぎミ
スが発生し易い為、オペレータがマニュアルで操作し、新しいウェブ・ロールの回転位置
を手で紙継ぎし易い位置に移動させ、その状態でマニュアル操作で紙継ぎを行っていた。
その為、前のジョブから次のジョブに切換える際に時間がかかると共にオペレータに負担
がかかる、という問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、次のジョブのウェブの幅が前のジョブのウェブの幅より極端に狭い場合、新し
いウェブ・ロールの回転位置を紙継ぎし易い位置に移動させ、その状態で待機させるよう
にすることにより、上記問題を解決する帯状体連続供給装置の制御方法及びその装置を提
供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決する本発明の請求項１に係る帯状体連続供給装置の制御方法は、新ウェ
ブ・ロールの周速が加速されて旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体の移動速度と同
じになった状態で旧ウェブ・ロールの帯状体を新ウェブ・ロールの帯状体に貼付け、連続
して帯状体を供給する帯状体連続供給装置において、手動で紙継ぎすることを設定する手
動紙継ぎスタート・スイッチがＯＮのときは、印刷機の回転速度を低速とし、新ウェブ・
ロールの回転位置を貼付け待機位置で停止し、その状態で紙継ぎを行うように制御するこ
とを特徴とする。
　上記課題を解決する本発明の請求項２に係る帯状体連続供給装置の制御方法は、請求項
１において、前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウェブ・ロールの帯状体に貼付ける
為のスイッチからの信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウェブ・ロー
ルの帯状体に貼付けることを特徴とする。
【０００５】
　上記課題を解決する本発明の請求項３に係る帯状体連続供給装置の制御方法は、請求項
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２において、前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断する為のスイッチから
の信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断することを特徴と
する。
　上記課題を解決する本発明の請求項４に係る帯状体連続供給装置の制御装置は、新ウェ
ブ・ロールの周速が加速されて旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体の移動速度と同
じになった状態で旧ウェブ・ロールの帯状体を新ウェブ・ロールの帯状体に貼付け、連続
して帯状体を供給する帯状体連続供給装置において、手動で紙継ぎすることを設定する手
動紙継ぎスタート・スイッチと、前記手動紙継ぎスタート・スイッチがＯＮのときは、印
刷機の回転速度を低速とし、新ウェブ・ロールの回転位置を貼付け待機位置で停止し、そ
の状態で紙継ぎを行うように制御する制御装置を備えたことを特徴とする。
【０００６】
上記課題を解決する本発明の請求項５に係る帯状体連続供給装置の制御装置は、請求項４
において、前記旧ウェブ・ロールの帯状体を前記新ウェブ・ロールの帯状体に貼付ける為
のスイッチを備え、前記スイッチからの信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールの帯状体を
前記新ウェブ・ロールの帯状体に貼付ける貼付け手段を備えたことを特徴とする。
上記課題を解決する本発明の請求項６に係る帯状体連続供給装置の制御装置は、請求項５
において、前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切断する為のスイッチを備え
、前記スイッチからの信号に応じて、前記旧ウェブ・ロールから巻き出される帯状体を切
断する切断手段を備えたことを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施例に係る帯状体連続供給装置の制御方法及びその装置を図１～図３に示す
。
本実施例は、図１に示すオフセット輪転機に適用したものである。
即ち、帯状体連続供給装置１００から連続的に供給される帯状体（以下、ウェブと言う）
１は、先ず各印刷ユニット２００を通過する際に、各種の印刷が施され、次いで乾燥機３
００を通過する際に、加熱されて乾燥させられ、引き続き、冷却装置４００を通過する際
に冷却させられ、その後、ウェブ・パス装置５００を通過する際、テンション制御又は方
向の変更が行われ、更に、ドラッグ装置６００を経た後、折機７００により所定の形状に
断裁され折り畳まれることになる。
【０００８】
これらの装置２００～７００を連続的に制御するための制御装置を図３に示す。
【０００９】
この制御装置は、ＣＰＵ１０に、Ｉ／Ｏを介して入力装置７１、表示装置７２、出力装置
７３を接続し、ＲＯＭ７０，ＲＡＭ８０、プレスローラ着位置用メモリ８１、カッターＯ
Ｎ位置用メモリ８２、新ローラの待機位置用メモリ８３を接続し、Ｉ／Ｏ８４を介して両
面テープ検知器１１１を接続して構成される。
この制御装置は、後述するように図４及び図５に示すフローチャートに従い、印刷機駆動
用モータ・ドライバ２０、印刷機駆動用モータ２１、Ｆ／Ｖ２２、ロータリー・エンコー
ダ２３、ターレットアーム旋回用モータ・ドライバ３０、ターレットアーム旋回用モータ
３１、カウンタ３２、ロータリー・エンコーダ３３、新ロール駆動用モータ・ドライバ４
０、新ロール駆動用モータ４１、カウンタ４２、Ｆ／Ｖ４３、ロータリー・エンコーダ４
４、プレスローラ着脱装置５０、カッター移動装置６０、ペースター・ヘッド移動装置６
５を制御する。
尚、この制御装置は、後述するように帯状体連続供給装置１００における自動紙継ぎと手
動紙継ぎとを切り換えて行う機能を主として記述し、その他の機器については省略した。
【００１０】
帯状体連続供給装置１００は、図２に示すように、本体１０１にターレットアーム１０２
が中心を旋回自在に装着されると共にこのターレットアーム１０２の両端にはそれぞれウ
ェブ・ロール１０３，１０４が装着され、一方のウェブ・ロール１０３からウェブ１が巻
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出されて終わりに近づくと、次のウェブ・ロール１０４からのウェブ１を連続してつなぎ
、次の印刷ユニット２００へ送るものである。
図２に示す状態は、現在巻出し中の旧ウェブ・ロール（以下、旧ロールと言う）１０３が
終りに近づき、ターレットアーム１０２を旋回させて、次の新ウェブ・ロール（以下、新
ロールという）１０４を紙継ぎ位置まで移動させた状態である。
【００１１】
ターレットアーム１０２は、紙継ぎスタート・スイッチ（図示省略）からのＯＮ信号によ
り、図３に示すように、ターレットアーム旋回用モータ・ドライバ３０を介して、ターレ
ットアーム旋回用モータ３１により旋回させられるようになっている。
また、その旋回角度はロータリー・エンコーダ３３で検出され、カウンタ３２で累計され
る。
【００１２】
ターレットアーム１０２内には、ロール１０３，１０４を駆動回転させるプリドライブ装
置が組み込まれており、このプリドライブ装置により、紙継ぎ位置に移動した新ロール１
０４の表面速度がウェブ１の走行速度と同速となるまで、予め加速される。
図３においては、新ロール１０４を駆動するためのプリドライブ装置として新ロール駆動
用モータ４１が設けられ、新ロール駆動用モータ・ドライバ４０を介して駆動されるよう
になっている。
そのときの回転角度はロータリー・エンコーダ４４で検出され、カウンタ４２を介して累
計される。
また、そのときの回転速度はロータリー・エンコーダ４４で検出され、Ｆ／Ｖ４３を介し
て電圧として表される。
【００１３】
本体１０１にはペースター・ヘッド１０６が図中斜め方向に移動自在に設けられている。
このペースター・ヘッド１０６は、紙継ぎ位置に移動した新ロール１０４に対して、図２
中破線で示す脱位置から、同図中に実線で示す着位置まで、斜め方向に移動することがで
きる。
ペースター・ヘッド１０６が着位置へ移動した状態においては、旧ロール１０３から引き
出されたウェブは、新ロール１０４とペースター・ヘッド１０６の隙間を通り、複数のロ
ール１１２，１１３等を経て繰り出される。
【００１４】
ペースター・ヘッド１０６には、固定ロール１０７が設けられると共にプレスローラ着脱
装置５０としてのエアシリンダ１１６により突出自在なプレスローラ１０８が設けられて
おり、更に、エアシリンダ等のカッター移動装置６０より突出自在なカッター１０９が取
り付けられている。
【００１５】
また、ペースター・ヘッド１０６には、新ロール１０４のウェブ先端の両面テープ１１０
を検出する両面テープ検知器１１１が設けられている。
【００１６】
このような帯状体連続供給装置１００において、旧ロール１０３のウェブ１の幅が新ロー
ル１０４のウェブ１の幅より極端に狭い場合、自動的に紙継ぎを行うと紙継ぎミスが発生
し易い。
また、旧ロール１０３のウェブ１の幅が新ロール１０４のウェブ１の幅より極端に広い場
合も同様であり、更に、紙幅が同一であったとしてもウェブ１の紙質が異なる場合も同様
な問題を生じる。
【００１７】
そこで、本発明では、手動で紙継ぎすることを設定する手動紙継ぎ設定手段として、手動
紙継ぎスタート・スイッチを設けたものである。
この手動紙継ぎスタート・スイッチからのＯＮ信号に応じて、前述した制御装置は、図４
及び図５に示すフローチャートに従い、新ロール１０４の回転位置を貼付け待機位置で停



(5) JP 4369073 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

止させるようになっている。
【００１８】
先ず、図４に示すように、紙継ぎスタート・スイッチがＯＮとされると（ステップＳ１）
、ターレットアーム旋回用モータが正転し、ターレットアーム１０２が旋回する（ステッ
プＳ２）。
次いで、ターレットアーム１０２に保持された新ロール１０４が紙継ぎ位置まで移動する
と（ステップＳ３）、ターレットアーム旋回用モータは停止する（ステップＳ４）。
ターレットアーム１０２の回転角は、ロータリー・エンコーダ３３により検出されカウン
タ３３により累計されている。
引き続き、ぺースター・ヘッド移動装置６５が作動し、ペースター・ヘッド１０６が着位
置に移動する（ステップＳ５）。
【００１９】
　その後、手動紙継ぎスタート・スイッチＯＮとされていないとき、つまり、ＯＦＦのと
きは（ステップＳ６）、旧ロール１０３のウェブ１の幅が新ロール１０４のウェブ１の幅
と同程度の場合であり、新ロール駆動用モータ４１を正転させる（ステップＳ７）。そし
て、新ロール１０４の周速と旧ロール１０３から巻き出されるウェブ１の移動速度が同じ
でないときは（ステップＳ８）、新ロール１０４の周速と旧ロール１０３から巻き出され
るウェブ１の移動速度が同じになるように、新ロール駆動用モータ４１の回転速度を調整
する（ステップＳ９）。
【００２０】
　その後、両面テープ検知器１１１が両面テープ１１０を検出し（ステップＳ１０）、更
に、新ロール１０４の回転位置がプレスローラ着位置用メモリ８１に記憶されているプレ
スローラ１０８のＯＮ位置になった時（ステップＳｌｌ）、プレスローラ着脱装置５０を
着位置に移動させてプレスローラ１０８を着位置に移動させ（ステップＳ１２）、両面テ
ープ１１０を介して旧ロール１０３のウェブ１を新ロール１０４のウェブ１に貼付ける。
次に、新ロール１０４の回転位置がカッターのＯＮ位置用メモリ８２に記憶されているカ
ッター１０９のＯＮ位置になった時（ステップＳ１３）、カッター移動装置６０を切断位
置に移動させてカッター１０９を切断位置に移動させ（ステップＳ１４）、旧ロール１０
３から巻き出されるウェブ１を切断し、その後、脱位置に移動する（ステップＳ１５）。
プレスローラ着脱装置５０を脱位置に移動し（ステップＳ１６）、新ロール駆動用モータ
４１を停止し（ステップＳ１７）、ペースター・ヘッド１０６を脱位置に移動する（ステ
ップＳ１８）。
【００２１】
　一方、手動紙継ぎスタート・スイッチがＯＮのときは、つまり、新旧ロール１０３，１
０４の紙継ぎを自動的に行うのが好ましくない場合は、印刷機の回転速度を低速（緩動）
とし（ステップＴ１）、新ロール駆動用モータ４１を正転させる（ステップＴ２）。印刷
機の回転速度は、印刷機駆動用モータ２１の回転をロータリー・エンコーダ２３で検出し
て求められる。その後、両面テープ検知器１１１が両面テープ１１０を検出し（ステップ
Ｔ３）、新ロール１０４の回転位置が新ロールの待機位置用メモリ８３に記憶されている
新ロール１０４の待機位置になった時（ステップＴ４）、新ロール駆動用モータ４１を停
止する（ステップＴ５）。
【００２２】
　更に、プレスローラ着スイッチがＯＮにされると（ステップＴ６）、プレスローラ着脱
装置５０を着位置に移動する（ステップＴ７）。このプレスローラ着スイッチは、旧ロー
ル１０３のウェブ１を新ロール１０４のウェブ１に貼付ける為のスイッチであり、このプ
レスローラ着スイッチからの信号に応じて、プレスローラ着脱装置５０を着位置に移動す
ることにより、プレスローラ１０８によって旧ロール１０３より巻き出されるウェブ１が
新ロール１０４の表面に押付けられ、それに依って新ロール１０４が連れまわりで回され
、両面テープ１１０を介して旧ロール１０３のウェブ１が新ロール１０４のウェブ１に貼
付けられることになる。
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【００２３】
　そして、カッター出スイッチがＯＮにされると（ステップＴ８）、カッター移動装置６
０によりカッター１０９を切断位置に移動し（ステップＴ９）、その後、脱位置に移動す
る（ステップＴ１０）。このカッター出スイッチは、旧ロール１０３から巻き出されるウ
ェブ１を切断する為のスイッチであり、このカッター出スイッチからの信号に応じて、旧
ロール１０３から巻き出されるウェブ１がカッター１０９により切断されることになる。
その後、プレスローラ着脱装置５０を脱位置に移動し（ステップＴ１１）、印刷機の回転
速度を高速とし、紙継ぎ部を折機７００から排出する（ステップＴ１２）。
【００２４】
上述したように本実施例では、旧ロール１０３のウェブ１の幅が新ロール１０４のウェブ
１の幅と同程度の場合には、手動紙継ぎスタート・スイッチをＯＦＦとすれば、旧ロール
１０３のウェブ１から新ロール１０４のウェブ１へ連続的に紙継ぎを行える点に関しては
従来の帯状体連続供給装置と同様である。
更に、本実施例では、旧ロール１０３のウェブ１の幅が新ロール１０４のウェブ１の幅よ
り極端に狭い場合等には、手動紙継ぎスタート・スイッチをＯＮとすれば、新ロール１０
４の回転位置を貼付け待機位置で停止させることができ、そのため、紙継ぎミスを防止で
きることになる。
【００２５】
また、新ロール１０４の回転位置を貼付け待機位置で停止した後は、プレスローラ着スイ
ッチ、カッター出スイッチをそれぞれＯＮとすることにより、紙継ぎを続行することがで
きる。
即ち、プレスローラ着スイッチをＯＮとすることにより、プレスローラ着脱装置５０を着
位置に移動することにより、旧ロール１０３のウェブ１が新ロール１０４のウェブ１に貼
付けられ、更に、カッター出スイッチをＯＮとすることにより、旧ロール１０３から巻き
出されるウェブ１がカッター１０９により切断されることになる。
【００２６】
　また、本実施例では、従来のように、オペレータがマニュアルで操作し、新しいロール
の回転位置を紙継ぎし易い位置に移動させ、その状態でマニュアル操作で紙継ぎを行う必
要がない。尚、本明細書において、手動での紙継ぎとは、従来のようなマニュアル操作に
よる紙継ぎとは意味が異なり、手動紙継ぎスタート・スイッチのみの操作により、新ロー
ル１０４の回転位置を貼付け待機位置で停止させ、その後は自動的に紙継ぎを行うことで
ある。また、本発明の場合には、手動で紙継ぎを行う場合、一度印刷機の回転速度を低速
まで落とし、その状態で紙継ぎを行う為、紙継ぎミスの発生をより防ぐことができる。
【００２７】
【発明の効果】
以上、実施例に基づいて具体的に説明したように、本発明によれは、次のジョブのウェブ
の幅が前のジョブのウェブの幅より極端に狭い場合等、自動的に紙継ぎするのが好ましく
なく、紙継ぎにミスが発生し易い場合には、手動紙継ぎ設定手段を操作することにより、
新しいウェブ・ロールの回転位置を紙継ぎし易い位置に移動させ、その状態で待機させ、
かつ、紙継ぎを実行するため、紙継ぎミスの発生を防止することが可能となると共に、切
換時間の短縮とオペレータの作業を大幅に軽減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したオフセット輪転機の概観図である。
【図２】本発明の一実施例に係る帯状体連続供給装置の説明図である。
【図３】本発明の一実施例に係る帯状体連続供給装置の制御装置のブロック図である。
【図４】帯状体連続供給方法における自動紙継ぎと手動紙継ぎとを切り換えて行う工程を
示すフローチャートである。
【図５】帯状体連続供給方法における自動紙継ぎと手動紙継ぎとを切り換えて行う工程を
示すフローチャートである。
【符号の説明】
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１０　ＣＰＵ
２０　印刷機駆動用モータ・ドライバ
２１　印刷機駆動用モータ
２２　Ｆ／Ｖ
２３　ロータリー・エンコーダ
３０　ターレットアーム旋回用モータ・ドライバ
３１　ターレットアーム旋回用モータ
３２　カウンタ
３３　ロータリー・エンコーダ
４０　新ロール駆動用モータ・ドライバ
４１　新ロール駆動用モータ
４２　カウンタ
４３　Ｆ／Ｖ
４４　ロータリー・エンコーダ
５０　プレスローラ着脱装置
６０　カッター移動装置
６５　ペースター・ヘッド移動装置
７０　ＲＯＭ
７１　入力装置
７２　表示装置
７３　出力装置
８０　ＲＡＭ
８１　プレスローラ着位置用メモリ
８２　カッターＯＮ位置用メモリ
８３　新ローラの待機位置用メモリ
８４　Ｉ／Ｏ
１００　帯状体連続供給装置
２００　印刷ユニット
３００　乾燥機
４００　冷却装置
５００　ウェブ・パス装置
６００　ドラッグ装置
７００　折機
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